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平成29年度第1回マンション管理基礎セミナー開催

日本マンション学会東北支部主催 廣田先生を囲む勉強会開催

★当日、スタッフとして参加できる方を募集いたします。

※スタッフは、当日１０：００アエル５階に集合になります。

宜しくお願いいたします。

日 時：2017年8月5日（土） 17:00～18:00

場 所：仙台駅東交流センター

（仙台市宮城野区小田原山本丁）

※仙台アンパンマンこどもミュージアム

の東隣りです。

※なお、当日はアエルでマンション管理

基礎セミナーがあります。

廣田信子講師もアエルから駅東交流

センターに移動しますので、スタッフの

皆様は、各自、時間を調整してください。



【ＮＰＯ東北マンション管理組合連合会】総会に参加して 7月の研修会が開催されました

当会の相談会の様子

東北マンション管理組合連合会の第１４回総会

が６月１０日（土）１３：３０～ハーネル仙台で開

催され高橋会長と萩原副会長が参加しました。

第１部では、「最近の注目すべき裁判例と管理

組合運営」と題して、センター通信等でお馴染み

の仙台出身の佐藤貴美弁護士の記念セミナー

がありました。

写真は講演する佐藤貴美弁護士です。

佐藤弁護士は、３件の判例をわかりやすく解説

してくれました。概略は下記のとおりです。

判例１ 役員等の善管注意義務の内容

会計担当理事の横領行為に関し、理事

長及び監事の義務違反行為を認めると

ともに、一般の区分所有者にも原因が

あったとして過失相殺の法理を類推し

理事長らの責任を9割減ずるのが相当

とした事例(東京地裁平成27年3月30日)

判例２ 共同利益背反行為の対象

管理組合運営に支障が生じるようなケ

ースについても共同利益背反性を認め

る余地があるとした判例(最判平成24年

1月17日）

判例３ 用途制限違反の判断方法

区分所有建物の一室を間仕切り等を

設置してシェアハウスとして賃貸するこ

とが管理規約に定める「住宅」としての

用途にあたらないとされた事例(東京

地裁平成２７年９月１８日)

■日 時：平成２９年７月９日（日）１３：００～１７：００

■場 所：みやぎNPOプラザ

■研修内容

-熊本地震の被害調査報告(高橋悦子会長)

-相談事例研修

-管理相談員派遣事業説明会

なお、8月の研修会は、「マンション管理基礎セミナー」

で代替します。

当会では、原則 第１、第3、第5 日曜日に、

市民活動サポートセンターの第４にて相談会を

開催しています。

相談員は交代で担当しております。

画像左側 高橋 正芳さん 右 水戸さん



■8月10日（木）18時00分～本会事務所　管理研究会

■7月18日（火）14時30分～本会事務所　業務委員会

■7月18日（火）18時00分～本会事務所　通年勉強会

■7月18日（火）18時00分～本会事務所　法務研究会

今回、入退会の方はありませんでした。 ■8月01日（火）18時30分～本会事務所  理事会

■8月21日（月）18時30分～本会事務所　技術研究会

    私の趣味　久保　健 さん

本会活動予定

人事・組織コーナー

皆様初めまして。管理士会に今年3月から所

属させていただきました、僕、久保です。上から

読んでも下から読んでも「ボククボ」です。今年

で44歳になりました。宜しくお願い申し上げます。

私の趣味は取り留めもないのですが、古いモ

ノが好きです。古地図、古家、古道、古い機械、

訪れたり眺めたり調べたりしてその時代時代を

生きた人や文化に思いを馳せたり、新しいモノと

混ぜて使ってみたりすることが楽しいのです。

昨年、何とか居を構えることが出来ました。広

瀬川中流にある仙台の旧市街地の外れです。

整備された街並みに古い通りや石垣や古家が

ぽつぽつ残っていて、散歩に出かけるとついつ

い寄り道して眺めたりしてしまいます。古地図を

調べるのも楽しいことです。今はネットで古地図

と今の地図を見比べることもできるので、ついつ

い何時間も見入ってしまいます。

折角なので広瀬川の橋にまつわる話をいくつ

か。県美術館の袂の澱橋（よどみばし）には旧

橋のレンガ造りの橋脚跡が残っていて、眺めて

いて飽きません。青葉山や川内には終戦まで陸

軍師団が駐留していて、澱橋付近では兵隊さん

が洗濯をしたり泳いだりしていたとのこと。一つ

上流の牛越橋（うしごえばし）は、青葉城築城の

折、石材を国見ケ丘近辺から切り出して牛で広

瀬川を渡ったことが名の由来。橋の手前にある

街道脇の小さな祠に、江戸時代の年号を刻む

灯篭が残っています。ずっと下流の広瀬橋。日

本初のコンクリート橋跡を銘打っていますが、近

代以前は幾度も木橋が流され、荒れ狂う河を治

めようと若い女性を人柱として捧げ、その祈念

に祠が建てられたという悲話伝説があります。

八百万の神を崇めた場所に日本初のコンクリー

ト橋が掛けられたのは悲願故の必然だったので

しょう。時代とともに進歩する人の英知に驚きを

感じます。

震災前、家を探し始めた頃は高度成長期初期

の頃の建物がよく残っていて、売りに出されると

内覧に行きました。間取り・デザイン・構造等、

今では見ることの出来ない造りが新鮮で、自分

で再生するならと計画してみたりしました。震災

後あっという間に無くなってしまいましたが、そ

の中でも古い宅地のRC住宅や、旧市街のコンク

リートブロック造住宅は本当に惜しかったと思い

ます。今の建物はどことなくギスギスしていて投

げやりな感じもあって残念です。

古い機械を分解整備することも楽しいです。ハ

イブリッドや電気自動車と対極にある、今となっ

ては値段もつかないような古いクルマですが、

シンプルな部品の組み合わせで鉄の塊が動い

たり止まったりするのが面白く、出来るところは

自分で直しています。燃費もソコソコで、古いこ

と以外特に悪いところもないのです。休みの日

は子供を連れて古い街道筋に出かけたりします。

そんな性分なので、古いマンション専有部のリ

ノベーションの仕事をした時は大変楽しいもの

でした。内装を解体すると当時の工法の跡が発

見されたりして、まるで都市遺跡の発掘作業で

す。コスト厳守という条件の中、新しい価値を注

いで専有部分を生き返らせることが建物全体を

生き返らせる活力に繋がると思うとワクワクしま

す。一方、マンション管理組合対策は驚くほど大

変でしたが…。

考えてみれば、世の中はスクラップ＆ビルド型

からストック型に変化してきていて、「モノは新し

いものに価値があり、古いものに価値はない」と

いう固定概念だけでは吸収できない、いくつも

の新しい楽しみ方が始まっている気がしてなり

ません。これまでとは違う多様な価値観を受け

容れなければ旧いものはただ廃れてしまう、こ

れはひょっとしたらこれからのマンション管理組

合にも必要な考え方なのかもしれないなぁ、と

思うのです。



深刻　老朽化マンション（仙台経済界より）①



深刻　老朽化マンション（仙台経済界より）②



深刻　老朽化マンション（仙台経済界より）③


